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最新口腔再建リハビリテーション学

九州歯科大学 博士（歯学）
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役職履歴（過去5年間）

病院講師（2019年〜）

向坊 太郎
助教

専 門 分 野

教 育 実 績

担当講座名称 単位数 講義時間数

口腔機能再建治療学

口腔インプラント学

臨床推論学

口腔再建リハビリテーション学2

実習時間数

口腔インプラント補綴学Ⅱ
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日本補綴歯科学会，日本口腔インプラント学会，日本老年歯科医学会，日本歯科医学教育学会,
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取得した実用新案特許等
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共同研究等の
実績

研 究 分 野 口腔乾燥症，老化，口腔インプラント

研究課題

課題名

1.唾液中ムチン減少による腸内細菌ディスバイオーシスを起点としたフレイル予防の新展開
2.微小重力下における骨細胞の石灰化の抑制
2.ドラッグ・リポジショニングによる口腔機能改善効果の検証
3.加齢に伴う口渇感と唾液性状の関連調査
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